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拝啓 

 

秋も深まり、朝夕は冷え込む季節となりましたが、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶

び申し上げます。 

さて、私どもは第 6期プロジェクトを立ち上げ、現在 PLOを作成中であります。 

この度、第 6期活動開始報告書を御献上したいと思い、このような会報を作成致しました。 

是非御覧になって頂ければ、至極の極みでございます。 

今後ともよろしく御指導御鞭撻の程、謹んで御願申し上げます。 

まずは略儀ながら、書中をもちまして御挨拶申し上げます。 
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１、第六１、第六１、第六１、第六期活動にあたり期活動にあたり期活動にあたり期活動にあたり 
ⅰ）プロジェクトリーダー挨拶ⅰ）プロジェクトリーダー挨拶ⅰ）プロジェクトリーダー挨拶ⅰ）プロジェクトリーダー挨拶

はじめまして、この度第 6期 TUS Formula Racing プロジェクトリーダーを務めさせてさせていた

だくことになりました、基礎工学部電子応用工学科 2年の大野嘉臣です。パーツ担当と致しましては、

電装関連部品全般とシフターを担当させていただいております。1年間メリハリのある明るいチーム作

りを心がけていきたいと思います。宜しくお願い申し上げます。 

 さて、私たち第 6 期メンバーは今期の活動コンセプトでもあります英語の「PASS」を合言葉に、2

年生 2名、1年生 11名、計 13名で 1年のスタートを切ります。詳しくは P6「活動目標」で紹介させ

ていただきますが、この「PASS」という単語には 

○通り抜ける      ○合格する       ○やめておく 

という 3つの意味が込められています。この 3つ意味をメンバー一人一人がしっかりと理解し、2010

年に行われます全日本学生フォーミュラ大会において、全静的競技・動的競技に参加し、完遂・完走

しているチームに贈られます「日本自動車工業会会長賞」の獲得を目指して日々の活動を行って参り

ます。 

また、今期の活動コンセプトにもありますように今期は「来期に繋げる代」として、基本に忠実な

マシン作りを行いつつ、今年の大会中デザイン審査で好評を受けた「エボリューションサスペンショ

ン」の熟成や、「サイドポンツーン」の作成による空力性能の向上及びラジエーター冷却性能の向上を

目指していきます。 

しかしながら、今期プロジェクトメンバーの構成からもお分かりの通り、今期も上位チームに比べ

ますと半数以下のメンバーで 1 年間闘って行く事になります。以前からプロジェクトの人員数は課題

となっておりましたが、今期につきましては特に「経験者」不足が最大の問題となっております。こ

の問題につきましては、先輩方の技術レポートや直接のアドバイス、また他大学様との情報交換など

を密に取ることなどによって解決していきたいと考えています。 

また、今期のチーム財政状況もかなり逼迫しております。今期は前期の反省を踏まえ、安全で効率

のよいガレージ、ピット作りを心がけていこうと考えておりますが、マシンの制作費や運搬費との兼

ね合いで、どうしても現状維持になってしまう部分が出てきてしまうのが現状です。この問題に対し

ては、更に多くの企業の方々に私共の活動を理解していただくために努力して参りたいと思っており

ます。 

メンバー一同、知識も経験も財源も上位チームと比べ不十分ではありますが、前期プロジェクトの

成功や失敗を生かし、チーム一丸となってマシン製作に取り組み、限られた環境の中で最高の結果を

出せる様努力してまいりますので、今後とも温かいご支援を賜ります様宜しくお願い致します。 

 

機械工学研究会 ＴＵＳ Formula Racing  

第6期プロジェクトリーダー  

大野 嘉臣 
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ⅱ）ⅱ）ⅱ）ⅱ）FA についてについてについてについて 

第 7回大会に引き続きファカルティアドバイザー（以下 FA）を務めて下さった川口靖夫先生が今後も

FAを務めて頂く事になりました。簡単ではありますが、ご紹介させて頂きます。 

 

東京理科大学東京理科大学東京理科大学東京理科大学    理工学部機械工学科理工学部機械工学科理工学部機械工学科理工学部機械工学科    流体機能研究室流体機能研究室流体機能研究室流体機能研究室 

研究室 HP：http://www.rs.noda.tus.ac.jp/~fflab/ 

 

川口 靖夫 教授 

 

1956年 1月生まれ。 

1983年京都大学 工学研究科 機械工学専攻博士課程 

  単位修得満期退学 

 

    専攻分野専攻分野専攻分野専攻分野：流体のもつ機能の研究 

研究分野研究分野研究分野研究分野：流体力学／熱工学／レー

ザー利用計測 水や空気のような流体

のもつ機能（流れる、伝える、運ぶ）を軸に、基礎理論と実用機器

とを双方向的につなぐ研究をしています。 

 

ファカルティーアドバイザー（FA）からのご挨拶  

 

理工学部機械工学科教授 川口靖夫 

 

今大会では学生さん達の奮闘もむなしく、様々なアクシデントに見舞われて成績は下位に留まりまし

た。チームはこの苦い経験を糧にすべく戦略を練っています。これからいろいろな難しい課題と向き

合う「くるたのしい」（くるしいが、たのしい）１年が始まります。 

 

大会中チームを見ていて感心したのは、厳しい状況にあっても学生さん達がコミュニケーションをよ

くとり、喧嘩しないこと。これは前リーダーとメンバー皆の大きな努力でできていることだと思いま

した。今後もチームの良さをなくさず、いろいろな事を吸収しながら進んでいけるように見守ってい

きます。 

 

フォーミュラーレーシングは学生さん達の自主性に基づいて行われる活動ですが、プロジェクトと

は支援してくださる企業の方々・OB・先生方の応援やアドバイス・技術指導の中で育つものです。学

生さん達も進んで責任を負い、もの作りを完成させ、成果を報告する活動を通じ成長するものと期待

しています。これからも変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 
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２、チーム体制２、チーム体制２、チーム体制２、チーム体制 
ⅰ）組織体系ⅰ）組織体系ⅰ）組織体系ⅰ）組織体系  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ポイント 

●5 期ではシャシー班からの委任ということで作製していたファイヤーウォールやバケットシートの

固定を完全にカウル班へ移行する。この際、班の名称を「カウル・コクピット班」とする（略称は

前期通り「カウル班」）。またこれにより、シャシー班とカウル・コックピット班は設計時及びフレ

ーム製作時などは、班の垣根を越えてお互い協力して活動する。 

 

 

●パワトレ班については給排気など 5 期より流用できる部分は流用し、7 期における設計のための下

地を作る。シフター、ラジエーター、スロットル、駆動系の部品に関しては新設計をする。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シャシー班シャシー班シャシー班シャシー班 カウル・コックピット班カウル・コックピット班カウル・コックピット班カウル・コックピット班 

相互協力相互協力相互協力相互協力 

チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー 

サブリーダーサブリーダーサブリーダーサブリーダー 

パワトレ班パワトレ班パワトレ班パワトレ班 
マネージメント班マネージメント班マネージメント班マネージメント班 
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ⅱ）ⅱ）ⅱ）ⅱ）チーム目標チーム目標チーム目標チーム目標 

 ●第 6期活動コンセプト案 

    

 

 

 

 

 

 

「PASS」の 3つの意味 

１．通り過ぎる  →今期を終着点とせず、来期を視野に入れた活動を目指す 

２．合格する  →車検、静的、動的審査をしっかり「pass」することを目指す 

３．無理しない →無謀な挑戦をせず、堅実なマシン作製を目指す 

 

 

●第 6期活動目標案 

日本自動車工業会会長賞の獲得 

（全静的、動的審査への参加、完遂、完走） 

 

 

●今年中は 3年生の先輩方に残っていただき、先輩方主導で PLOやフレーム設計を進めていきます。

これは、現役生がマシン設計を行えるレベルの知識をつけてから設計を開始しては、9月の大会にマ

シン製作が間に合わない可能性が高いからです。そのため、第６期の PLOやフレームは３年生の設

計思想がかなり反映されることになると思います。 

 

6期は多くのメンバーが抜けるということで、「7期を見据えた」代です。7期の成功を左右する

事で重要視しているのは「新 1年生」の早い段階（大会前）での技術レベルの底上げです。1年生の

技術レベルを上げることによって７期に繋げることを目標として活動していきます。 

 

 

 

 

PASS 
～～～～過去過去過去過去からからからから学学学学びびびび、、、、未来未来未来未来へつなげるマシンへつなげるマシンへつなげるマシンへつなげるマシン造造造造りりりり～～～～    
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ⅲ）第六ⅲ）第六ⅲ）第六ⅲ）第六期メンバー期メンバー期メンバー期メンバー  

    第５期より 1・2年生のみが残り若いチームとなりました。専門知識・技術ともに未熟はありますが、

下記のメンバーに来年度の新入生を迎え活動して参ります。来年こそ皆様のご期待にお応え出来るよう

精一杯努力してまいりますので、1年間よろしくお願い致します。 

 

 プロジェクトリーダー      

大野 嘉臣  基礎工学部電子応用工学科 B2 

                              

 

 マネージメント班 

      リーダー         佐藤 渉    理工学部機械工学科 B1 

                    

  

パワートレイン班 

                   大野 嘉臣  基礎工学部電子応用工学科 B2 

 加古 裕之  理工学部情建築学科 B1 

                   北村 哲   理工学部機械工学科 B1 

                   小西 智樹  理工学部機械工学科 B1 

 

 

 シャシー班 

         宮原 亮二  理工学部機械工学科 B2 

                   公塚 響    理工学部機械工学科 B1 

                   幸坂 博史   理工学部機械工学科 B1 

渋谷 周一   理工学部機械工学科 B1 

加藤 秀昌   理工学部機械工学科 B1 

  

 

                   

 カウル班 

                   石田 淳之亮 理工学部機械工学科 B1 

                   中山 智裕   理工学部機械工学科 B1 

                   堀越 元裕   理工学部機械工学科 B1 
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ⅱ）パート別ⅱ）パート別ⅱ）パート別ⅱ）パート別挨拶挨拶挨拶挨拶 

 ここでは、各パートリーダーの挨拶とあわせ、各パートにおける課題・改善方法・新たな挑戦などの

開発方針、現在の状況を書きたいと思います。 

 

・マネージメント班・マネージメント班・マネージメント班・マネージメント班 

 

 

 

・パワートレイン班・パワートレイン班・パワートレイン班・パワートレイン班 

・佐藤 渉 

この度、第 6期マネージメント班リーダーとなりました佐藤渉です。マネージメント班リーダーに

なることができ光栄ではありますが、1年生ながら重大な任務を引き継いだことに一抹の不安もあり

ます。是非、期待に応えることができるよう活動して行きたいと思います。 

現在は今後どのようにしたら組織全体がいいムードになり、作業効率をあげることが出来るのかを

研究しています。また、今後、様々な企業様のお世話になると思いますのでご理解と御協力の程、お

願い申し上げます。 

 

・大野 嘉臣 

改めて、パワートレイン班で電装部品を担当させていただきます大野嘉臣です。前期ではＬＥＤを

使用した自作のタコメータを製作致しました。今期ではタコメータの視認性の向上を目指し、更には

サーボモーターを用いたパドル電動シフトを実装できるよう頑張っていきたいと思います。 

 

・加古 裕之   

燃タンを設計させてもらいます。部活と学業をうまく両立しつつ、頑張って先輩方についていきた

いと思います。 

 

・北村 哲    

第 6期の吸排気担当になりました北村哲です。今回初めて設計 製作をすることになり分からない

ことばかりですが、先輩方からのアドバイスや資料を参考に 5期で指摘された箇所を改善し、よりよ

いパーツを作っていけるよう頑張ります。 

 

・小西 智樹 

 駆動担当になりました。まだ右も左もわかりませんが、一つずつ着実に知識を身につけていきたい

と思います。 
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・シャシー班・シャシー班・シャシー班・シャシー班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・宮原 亮二 

機械工学研究会第五期の活動における貴社の多大なご支援、ご協力まことに感謝しております。 

シャシー班メンバー理工学部機械工学科 2年の宮原亮二と申します。今期のサブリーダーを勤め

させて頂くことになりました。サブリーダーとして主に設計、製作両方の技術面においてチームを

引っ張って行きプロジェクトリーダーを支えて行きます。ハブ及びアップライトの設計を第五期で

担当させて頂きました。今期はそれらのパーツを引き続き担当し、新たにジオメトリーの設計をさ

せて頂くことになりました。サスペンションの性能を決める上で重要な役割を担うことになります。 

何でも自由に」とは残念ながらいきませんが、最善のサスペンションを第六期のために作り上げ

るつもりです。第五期では恥ずかしながら予定の度重なる遅れからマシンの性能を活かすことがで

きませんでした。今期はその反省を踏まえ、あらかじめ決められた期限を厳守してマシンの性能を

より向上させる所存です。 

1 年半で学生としては多くのことを学ばせていただいたと感じております。後は結果です。今年

こそはテスト走行を重ね、動的種目を完走し、安定した結果を残せるこの活動の礎を残したいと思

います。 

 

・公塚 響 

まだ日々勉強中の身ですが、毎日一つでも多く知識・技能を習得し、自分の担当箇所、またそれ

以外の部分においても毎日着実に設計・製作を進め、マシン完成につなげたいと考えています。 

 

・幸坂 博史 

フレーム担当になりました幸坂と申します。今期は前期の反省を生かし、「確実」なフレームを設

計、製作したいと思います。 

 

・渋谷 周一 

フレームという大変ながらもやりがいのある部品を担当させていただくことになりました。最後

まで作りたいです。 

 

・加藤 秀昌 

シャシー班サスペンション担当の加藤秀昌です。今季のプロジェクトは、ほとんど一年生で二年

生が二人しかいないという理由から、殆ど５期の設計で、大会で指摘されたところを修正していこ

うという事でスタートしました。しかし、サスペンションに関しては大掛かりな修正が必要で、シ

ョックの位置、プルロッドからプッシュロッドへの変更があります。やりがいを感じますが、不安

もあります。しかし５期の先輩もサポートしてくださるそうなので、少しずつ前進していきます。 
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・カウル班・カウル班・カウル班・カウル班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・石田 淳之亮  

カウル・コクピット班の石田です。  第６期より、カウル班はカウル・コクピット班となり、そ

れまでのカウルの作業に加え、コクピットまわりの作業も担当することになりました。 

  カウルの製作は先輩方から教わったことを基に、また自分たちのアイデアを盛り込みながら作業

に取り組んでいこうと思います。コクピットまわりの製作は初めて携わることなので、まだ手探り

の状態です。しかし、これは貴重な経験だと思っています。困難もあると思いますが、試行錯誤を

繰り返しながら一生懸命取り組んでいきたいです。 

 

・中山 智裕    

第６期カウル班の中山です。第６期のカウル班は１年生しかいませんが、前期の間に作成面に関

しては結構学ぶことができたのでサイドポンツーンなど第５期ではできなかった・やらなかったこ

とにも積極的に取り組み、ブラックピンクのカラーリングだけでなく性能面・デザイン面でもほか

の大学にはないものを作れたらいいなと思っています。 

 

・堀越 元裕    

カウル・コックピット班の堀越元裕です。今回 1年生のみとなってしまったカウル・コックピッ

ト班ですが、先輩方から熱心に教えてもらった知識と経験を基に、さらに努力を重ね、誇れるマシ

ンを造りたいと思います。 
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４４４４、今後の予定、今後の予定、今後の予定、今後の予定 
第６期プロジェクトにおける今後の活動予定をご報告致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 期活動日程（予定） 

 

１１月：車両設計、理大祭、ＯＢ会 

１２月：カート大会 （イベント） 

１月：期末テスト 

２月：車両製作、フレーム完成、追いコン 

３月：車両製作、シェイクダウン 

４月：新歓コンパ 

５月：デザインレポート制作 

６月：コストレポート制作、未来館車両展示（イベント） 

７月：期末テスト 

８月：オープンキャンパス、試走会参加、第７期立ち上げ 

 ９月：第８回全日本学生フォーミュラ大会参加 
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５５５５、第、第、第、第 1 回活動報告回活動報告回活動報告回活動報告 
 

 第６期プロジェクト 11月 5日現在の近況をご報告致します。 

ⅰⅰⅰⅰ）車両設計）車両設計）車両設計）車両設計 

 第６期では、現１年生も中心メンバーとして設計・開発にかかわっております。初めて体験する作業

ですので、四苦八苦しているようです。また、３月末のシェイクダウンを目指し設計を進めております

が、なかなか厳しい状況です。しかし、妥協せずしっかりとした設計をし、目標とする結果を得られる

様努力して参ります。 

ⅱ）ⅱ）ⅱ）ⅱ）MOTORSPORT JAPAN2009 Festival in Odaiba 

                                ならびにならびにならびにならびに RED BULL BOX CART RACE TOKYO 

 

 
10/11㈰に午前中はモータースポーツフェスティバル、午後はボックスカートを見にお台場に行って来ま

した。モータースポーツフェスティバルでは車の試乗をしたり、カートに乗ったり、さまざまなマシン

を見たり等、非常に新鮮でいい体験をすることができました。午後からは夢の大橋で開かれた Red Bull

主催のボックスカートを見学しに行きました。とても個性あふれたマシン勢揃いで一味変わった雰囲気

を味わうことができました。 
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� エンジンエンジンエンジンエンジン    関係関係関係関係    
エムエフマツモト有限会社エムエフマツモト有限会社エムエフマツモト有限会社エムエフマツモト有限会社    様様様様    

http://www.mf-matsumoto.co.jp/ 

 

株式会社ケーヒン株式会社ケーヒン株式会社ケーヒン株式会社ケーヒン    様様様様    

http://www.keihin-corp.co.jp/ 

    

三恵技研工業株式会社三恵技研工業株式会社三恵技研工業株式会社三恵技研工業株式会社    様様様様    

http://www.sankei-gk.co.jp/ 

 

本田技研工業株式会社本田技研工業株式会社本田技研工業株式会社本田技研工業株式会社    様様様様    

http://www.honda.co.jp/ 

    

TRUE BLUE TRUE BLUE TRUE BLUE TRUE BLUE 様様様様    

http://www.true-blue.co.jp/ 

 

WIRUS WIN WIRUS WIN WIRUS WIN WIRUS WIN 様様様様    

http://wiruswin.com/ 

 

有限会社昭立製作所有限会社昭立製作所有限会社昭立製作所有限会社昭立製作所    様様様様    

 

渡辺工業株式会社渡辺工業株式会社渡辺工業株式会社渡辺工業株式会社    様様様様    

http://www.watanabekougyo.co.jp/ 

 

 

 

 

６６６６、スポンサー様一覧、スポンサー様一覧、スポンサー様一覧、スポンサー様一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� サスペンションサスペンションサスペンションサスペンション    関係関係関係関係    
エムエスシーソフトウェア株式会社エムエスシーソフトウェア株式会社エムエスシーソフトウェア株式会社エムエスシーソフトウェア株式会社    様様様様    

http://www.mscsoftware.co.jp/ 

    

グッドリッジジャパングッドリッジジャパングッドリッジジャパングッドリッジジャパン    様様様様    

http://www.hotfrog.jp/ 

    

株式会社東京株式会社東京株式会社東京株式会社東京R&D R&D R&D R&D 様様様様    

http://www.r-d.co.jp/ 

    

日産スプリ日産スプリ日産スプリ日産スプリング株式会社ング株式会社ング株式会社ング株式会社    様様様様    

http://www.nissansp.co.jp/ 

    

日信工業株式会社様日信工業株式会社様日信工業株式会社様日信工業株式会社様    

http://www.nissinkogyo.co.jp/ 

    

株式会社ユタカ技研株式会社ユタカ技研株式会社ユタカ技研株式会社ユタカ技研    様様様様    

http://www.yutakagiken.co.jp/index2.html/ 

    

株式会社株式会社株式会社株式会社RSRSRSRSワタナベワタナベワタナベワタナベ    様様様様    

http://www.rs-watanabe.co.jp/ 

    

株式会社ブリヂストン株式会社ブリヂストン株式会社ブリヂストン株式会社ブリヂストン    様様様様    

http://www.bridgestone.co.jp/ 

 

ＮＳＫＮＳＫＮＳＫＮＳＫ    様様様様    

http://www.jp.nsk.com/jp/index.html 

    

ＴＨＫＴＨＫＴＨＫＴＨＫ    様様様様    

http://www.thk.com/jp/ 

 

新星機工新星機工新星機工新星機工    様様様様    

http://www.shinseikiko.co.jp/ 

    
� フレームフレームフレームフレーム    関係関係関係関係    
栄鋼管株式会社栄鋼管株式会社栄鋼管株式会社栄鋼管株式会社    様様様様    

http://www.sakae-koukan.co.jp/ 

 

 

    
� ドライブトレインドライブトレインドライブトレインドライブトレイン    関係関係関係関係    
NTNNTNNTNNTN株式会社株式会社株式会社株式会社    様様様様    

http://www.ntn.co.jp/japan.indexhtml 

    
株式会社エフ･シ株式会社エフ･シ株式会社エフ･シ株式会社エフ･シー・シー・シー・シー・シーーーー    様様様様    

http://www.fcc-net.co.jp/ 
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� カウルカウルカウルカウル    関係関係関係関係    
株式会社コバックス株式会社コバックス株式会社コバックス株式会社コバックス    様様様様    

http://www.kovax.com/ 

    

株式会社タカツ製作所株式会社タカツ製作所株式会社タカツ製作所株式会社タカツ製作所    様様様様    

http://www.takatsu-mfg.co.jp/ 

    

株式会社はけ屋株式会社はけ屋株式会社はけ屋株式会社はけ屋    様様様様    

http://www.hakeya.com/ 

    

公進ケミカル株式会社公進ケミカル株式会社公進ケミカル株式会社公進ケミカル株式会社    様様様様    

http://www.kohshin-chem.co.jp/ 

    

昭和高分子株式会社昭和高分子株式会社昭和高分子株式会社昭和高分子株式会社    様様様様    

http://www.shp.co.jp/ 

    

ダウ化工株式会社ダウ化工株式会社ダウ化工株式会社ダウ化工株式会社    様様様様    

http://www.dowkakoh.co.jp/ 

    

株式会社ジーエイチクラフト株式会社ジーエイチクラフト株式会社ジーエイチクラフト株式会社ジーエイチクラフト    様様様様    

http://www.ghcraft.com/ 

    

日新レジン株式会社日新レジン株式会社日新レジン株式会社日新レジン株式会社    様様様様    

http://www.nissin-shoji.co.jp/group/ 

    

日邦産業株式会社日邦産業株式会社日邦産業株式会社日邦産業株式会社    様様様様    

http://www.nip.co.jp/ 

    

日本グラファイトファイバー株式会社日本グラファイトファイバー株式会社日本グラファイトファイバー株式会社日本グラファイトファイバー株式会社    様様様様    

http://www31.ocn.ne.jp/~ngf/ 

    

湯浅レジン工業有限会社湯浅レジン工業有限会社湯浅レジン工業有限会社湯浅レジン工業有限会社    様様様様    

http://www.yuasa-r.com/ 

    

昭和飛行機工業株式会社昭和飛行機工業株式会社昭和飛行機工業株式会社昭和飛行機工業株式会社    様様様様    

http://www.showa-aircraft.co.jp/ 

    

((((有有有有))))スポーツカーズスポーツカーズスポーツカーズスポーツカーズ    様様様様    

http://www.sportscars.co.jp/ 

� ＥｌｓｅＥｌｓｅＥｌｓｅＥｌｓｅ    
サイバネットシステム株式会社サイバネットシステム株式会社サイバネットシステム株式会社サイバネットシステム株式会社    様様様様    

http://www.cybernet.co.jp/ 

    

ソリッドワークス・ジャパンソリッドワークス・ジャパンソリッドワークス・ジャパンソリッドワークス・ジャパン((((株株株株) ) ) ) 様様様様    

http://www.solidworks.co.jp/ 

    

日本オートスポーツセンター日本オートスポーツセンター日本オートスポーツセンター日本オートスポーツセンター    筑波サーキット筑波サーキット筑波サーキット筑波サーキット    様様様様    

http://www.jasc.or.jp/ 

    

日本自動車大学校日本自動車大学校日本自動車大学校日本自動車大学校    NATS NATS NATS NATS 様様様様    

http://www.nats.ac.jp/ 

    

日本ペイント株式会社日本ペイント株式会社日本ペイント株式会社日本ペイント株式会社    様様様様    

http://www.nipponpaint.co.jp/ 

    

ニッポンレンタカーサニッポンレンタカーサニッポンレンタカーサニッポンレンタカーサービス株式会社ービス株式会社ービス株式会社ービス株式会社    様様様様    

http://www.nipponrentacar.co.jp/ 

 

有限会社有限会社有限会社有限会社    SHOW UPSHOW UPSHOW UPSHOW UP    アサヒアサヒアサヒアサヒ    様様様様    

http://www.nats.ac.jp/ 

 

� ＳｐｅｃｉａｌＳｐｅｃｉａｌＳｐｅｃｉａｌＳｐｅｃｉａｌ    ＴｈａｎｋｓＴｈａｎｋｓＴｈａｎｋｓＴｈａｎｋｓ    
東京理科大学機械工作室東京理科大学機械工作室東京理科大学機械工作室東京理科大学機械工作室    様様様様    

    

日産自動車株式会社日産自動車株式会社日産自動車株式会社日産自動車株式会社    様様様様    

http://www.nissan-global.com/JP/FORMULA/ 

    

HONDAHONDAHONDAHONDAマイスタークラブマイスタークラブマイスタークラブマイスタークラブ    様様様様    

http://www.honda.co.jp/ 

    

アルインコアルインコアルインコアルインコ    様様様様    

http://www.alinco.co.jp 

 


